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研究成果の概要（和文）：「山本憲関係資料」には、清末の変法派が山本憲に送った非常に多くの書簡があり、
それらは近代の日中文化交流史のための貴重な史料である。本研究では、その変法派人士の書簡等について翻刻
と現代日本語訳および解題・注を完成させた。また、山本に手紙を送った清人の多くは、1897年に山本が訪清し
た際面談した者であり、そのため、その漢文の旅行日記『燕山楚水紀遊』についても現代日本語訳・注・解題及
び種類の索引を作った。

研究成果の概要（英文）：The YAMAMOTO Ken Kankei Shiryo 山本憲関係資料 has many letters that the 
faction called Bianfa-pai  in the late Qing sent to YAMAMOTO Ken. They are very valuable historical 
materials to examine the modern cultural exchange between Japan and China. We accomplished three 
sorts of tasks concerning this historial collection: (1)printing in type the manuscript of letters 
of the intellectuals of Bianfa-pai and Japanese politicians, (2)translating classical Chinese and 
Jananese into modern Japanese, and (3)annotating on these letters. 
We also accomplished the same kind of tasks and the creation of several indexes about the travel 
literature, the Enzansosui kiyu 燕山楚水紀遊, which YAMAMOTO wrote during his visit to many places 
in Qing in 1897, because many of those who met YAMAMOTO sent their letters to him afterward.

研究分野： 東洋史

キーワード： 中国近代史　日本近代史　日中文化交流史　変法　書簡　漢学　山本憲　翻訳
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１．研究開始当初の背景 
(1) 山本憲については、自由民権運動家、中
国の知識人のため尽力する日本・西洋の書籍
の翻訳者、近代日本を代表する漢学者として
その輪郭を描くことができる。山本憲に関す
る史料については、いち早く中国で動きがあ
った。変法派の汪康年の下に残された書簡の
中に山本憲の書簡があることが明らかにな
った（『汪康年師友書札』2「山本憲」部、上
海古籍出版社、1989）。この資料を踏まえて
汪康年と山本憲の交流も明らかにされた（呂
順長「山本梅崖と汪康年の交遊」『四天王寺
国際仏教大学紀要』45、2008）。 
 
(2) 2006 年 5 月、山本憲のご遺族が高知市立
自由民権記念館に 6000 点以上の遺品を寄託
された。当館はその整理と史料的価値の解明
を高知近代史研究会会長公文豪氏に依頼し、
公文氏からまもなく吉尾に協力要請がなさ
れた。この遺品群を「山本憲関係資料」と称
する（以下「資料」と略）。2011 年『山本憲
関係資料目録』が刊行され、筆者も 2006 年、
汪康年書簡に絞って当該資料の紹介とその
史料的価値について文章を発表。「汪康年書
簡」が上海図書館編『汪康年師友書札』所収
の山本憲の書簡 15 通と往復書簡の関係にあ
ることを実証し、た。「書簡」は「特筆され
る私的史料」として学界の知るところとなっ
た。 
 
２．研究の目的 
(1)「山本憲関係資料」に存する書簡群並に山
本の著作等を可能な限りデジタル撮影して、
実物を保存するととともに、研究資料を確保
する。また、このことによって、本資料に対
するご遺族、収蔵機関高知市自由民権記念館
のプライオリティを明確にし、国際共同研究
の条件を整える。 
 
(2)「資料」中の書簡群（崩し字の漢文、和文）
の復元と分析、その内容に関係する山本憲の
著作について検討することを通して、山本憲
の交流活動（自由民権運動、日･西文献の漢
訳活動、漢学教育）に即して、19 世紀末から
20 世紀前半の日本・中国の民間交流の歴史的
特質に迫る。 
 
３．研究の方法 
(1) 「資料」は専門の会社（四国工業写真株
式会社）にデジタル撮影を委託し、肉眼で確
認できない部分まで復元する。 
 
(2) 「書簡」中、梁啓超、康有為、汪康年、
王照等々の中国・清末の変法派人士の親書の
ほか、山本憲の漢学塾「梅清処塾」の門人で、
日本に亡命した変法派の連絡役も務めた、康
有為の従兄「康有儀」の多数の書簡（崩し字
の漢文）、そして変法派と関わった日本人の
書簡（崩し字和文）等、総計約 250 通につい
て可能な限り翻刻（楷書化と点校）と和訳及

び解題・注を作る。 
 
(3) 「書簡」からだけでは当時の山本憲の思
想等は確認し難い。また当該書簡の差出人の
多くは、山本憲が 1897 年 9月 23 日～12 月 1
日、訪清した際面談した人であった。その訪
清の旅行記（漢文）『燕山楚水紀遊』の現代
和訳、注、索引を作り、山本憲の当時期の中
国観、日中関係論等について明らかにする。 
 
４．研究成果 
主要な研究成果は下記の 9つである。 

(1) 研究期間内に撮影した資料は全1463点、
コマ数は約 9000 に及んだ。出来上がったデ
ジタル資料の複製は、高知市立自由民権記念
館及び山本憲のご遺族に寄贈した。前者は
「山本憲関係資料」の研究のため広く活用さ
れることになった。 
 
(2)書簡は下記の研究体制のもと、以下のよ
うに分担、相互に検討して翻刻、和訳等の作
業を完成した：康有儀 85 通（呂順長・小野
泰教分担）、汪康年 19 通（呂・吉尾寛）、梁
啓超 8通（周雲喬）、康有為 8通（呂・小野）、
葉瀚 2 通（蒋海波）、王照 6 通（大坪慶之）、
徐勤 2通（周）、羅振玉 2通（蒋）、孫カン（氵
+金）3 通（周）、梅清処塾の弟子等 7 通（吉
尾）、日本人書簡（古城貞吉、小倉久、西山
志澄）3通（公文豪）、同封重要文書 5件（公
文・大坪・吉尾）。なお、当初本科研は、中
国・安徽大学と共同研究を計画していたが、
先方の改組等により計画を中止せざるを得
なくなった。研究協力者の変更と調整に時間
がかかり、研究期間を 1年延長した。 
 
(3)山本憲および康有儀ら梅清処塾生の漢訳
作業、著書による交流：康有儀書簡に基づい
て、『佳人之奇遇』の翻訳者を改めて梁啓超
でなく、康有儀として特定したこと等。  
 
(4)戊戌政変直後の状況と日本に亡命した変
法派人士に対する山本憲の支援活動：「戊戌
政変」（1898.9.21）が起こるとその一報が山
本に届く。山本は汪康年らの状況を懸命に把
握しようと書簡を送り続け、そこで康年から
書簡が届く。山本は康有為・梁啓超らの活動
を支援するため、「日清協和会」を大阪に設
立したこと等。 
 
(5)日本亡命後の変法派の動向：例えば、山
本憲が仲介して、梁啓超は康有為とともに多
くの日本政界の要人と交わった。書簡には勝
海舟・近衛篤麿・副島種臣などの名前があっ
た等。 
 
(6)康有儀、山本憲の横浜大同学校への関わ
り：康有儀は横浜において『清議報』刊行作
業を手伝うのみならず、横浜大同学校で教員
も務めた。校長である徐勤や彼を校長に推薦
した康有為からだけでなく、学校運営を担っ



た康有儀の目を通した横浜大同学校像が新
たに浮かび上がった等。 
 
(7)梅清処塾の塾生とその周辺：1897 年末か
ら汪有齢、嵆侃ら清国人が山本の梅清処塾で
日本語の学習を開始する一方、梅清処塾の門
生（日本人）にも清に渡り汪康年、葉瀚のも
とで学んだ者が出ていた等。 
 
(8)『燕山楚水紀遊』について：本書は、山
本憲の高い儒学の学識が随所に示され、難解
な部分も少なくなく、従前全訳されたことが
なかった。研究班内にこの作業に専念できる
者（蒋海波）を立て、その草稿を他の者が監
訳する形をとった（狹間直樹）。また、その
挿絵 26 点についても絵の具体、題辞の原文・
和訳を明らかにした。 
 なお、以上の成果は、『変法派の書簡と『燕
山楚水紀遊』――「山本憲関係資料」の世界
――』（汲古書院 2017）と題する報告書を
作り、公にした。 
 
(9)研究活動を進める過程で、「山本憲関係資
料」と縁のある機関・地域にその内容と史料
的価値を紹介した：①本科研の顧問・狹間直
樹氏の紹介により、中国・清華大学国学研究
院（梁啓超研究の国際的拠点の 1つ）に梁啓
超書簡の複製（印刷）物を寄贈した（2012）。
②山本が漢学塾「梅清処塾」を開き、終焉の
地となった岡山県牛窓において、2 度研究集
会を開催し、「牛窓観光協会」等関係者の方
に「資料」について説明するとともに、当地
に残る揮毫等を見学する機会を得た。これら
によって、牛窓において山本憲の業績を再確
認する契機を作った（2013、2014）。 
 
５．主な発表論文等 
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